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短 報 Shortnotes

瑞浪市明世産の鳥類化石

長谷川善和*･奥村好次**･岡崎美彦***

AMioceneBirdFossilfromMizunami,CentralJapan

YoshikazuHASEGAWA*,YoshitsugtlOKUMURA**andYoshihikoOKAZAKl***

瑞浪地方には第三紀の地層が広 く分布し,海棲無脊椎動物,植物化石など極めて多量の化石

が知 られている.また脊椎動物化石 も比敏的多く,日本における中新世動物相の基準にもなっ

ている.しかしなが ら鳥類化石などに至ってはその知識が皆鰯である.このことは単に瑞浪地

方に限らず,現在のところ日本全域にわたる.昨年,楓達也君によって発見された烏薪化石は

当地域において最初の鳥類化石であり,古生物学的に貴重なる資料である.楓君の御好意によ

って原標本が瑞浪市化石博物館に寄贈されたので,これを機会に当標本について記録する.今

後の研究を進める上の示標ともなれば事である.

標本の記載

Phalacrocoracidae?gen.etsp.indet.

(Pl.40,Figs.1,2)

産出地 :瑞浪市明世町戸狩松ケ赫

産出層 :瑞浪層群明世累層山野内層

採集年月 :1976年12月 7日

採集者 :楓達也

保管者 :瑞浪市化石博物館 No.MFM 1800

当標本は若干表面の磨滅がみられ,大腿骨頭の先端を僅かに欠いているが,ほぼ完全に近い

左大腿骨である.骨全体が黒褐色に帯色している.

大腿骨頭は前面を欠く.海綿質の発達良 く撒密質がほとんどみられない.しかし,骨体中程

では題密質が厚 く径の約半分を占める.骨頭は骨体後側上端に偏 して位置する.僅かに斜上方

に向いて伸びる.大腿骨頭蘭は深くはないが比較的大きく,内側上方に向く.頚部骨体に向い

次第に太 くなる.大転子は上方に突出しない.転子者の形成なく,大腿骨頭か ら大転子上端に

かけて平滑な-平面をなす.その面は前後に響曲する.大転子前縁強く前方に突出した稜 (長

さ10mm)を形成する.外側の 粗面にも低い 不規則な稜がみられる.大転子前後幅は11.5

mmである.

大腿骨体は中位で最 も幅がせまく, 遠位端で最 も広い.骨体中位での断面の外形は亜楕円形

をなし,横にやや長い.場所によっては粗線を頂点に鈍亜三角形をなす.全体にやや前方に変
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曲LJJJmrJはタMtTJよりわずかにf･73此度が強い.現生のウミウILどに比岐すると細めて矧Ihが少く

i-1値である.
外上瀕はl勺上敷より大きく,仙方にかっより遠位atTHこ発達する.･け休に対して両脇は後方に

発達する.その上縁は直角に近い角度である.膝関節満は浅いが幅が広い.内上期前面は扇平

となり,その面は斜向し,塀の下端上方に延びる.そのため内側面からみた円上頻の外形は菰

三角形となる (Pl.41,Fig.1d).その関節面が平坦であることは,尺骨との間の動きが少ない

ことを意味している.外側上顕は関節面で摩俳骨稜と俳骨稜に分かれる.腰骨関節面はゆるい

豊隆をなす.俳骨稜は歴俳骨稜より小さく低い.僻聞苛は浅い円形の窪みを作る.歴骨稜は浅

いが外側顛後面でかなり深い.

この大腿骨化石の特長を現生亀と比較すると多くの点で現生のウミウ科 Phalacrocoracidae

の烏のそれと比較できる.しかしながら,ウミウ科のものでは骨体全体が前方へ強く管曲し,

なお,骨休の左右径より前後径の大きい点などは化石鐘と顕著な違いがある.大きさはウミウ

位であるが,より細長い.ウミウ屈でウミウとヒメウを比較した場合の額似度からみれば化石

種は屈を異にする.若干の中新世鳥類化石には比椴検討を要する種弊iがあるが.今後の問題と

し,ここでは化石標本について概要を記述し,ウミウ科に所属する可能性と新屈新種である

か,すくなくとも新種であるとの考えを示すにとどめる.

計測値 (inmm)は次の如くである.

郎 }Tl計P.TL部位 ＼ 松ケ轍招本 p/C?aalpazFIi,lZZfqxlpIFpafSacJiZ.;osZa

x全 長 1 71 1 67 1

52大- 頭一大転子間- l 17.5+ I 20.5

1 14大転子前後長 I 11.6 I 13.5 1

10.5母体中央部におけろ- 部分の幅と厚さ l 7.5×7 1 7.4×9.6 1

6x7.8内側上額-外側上類の脚 l 17.5

1 19 1 14多側上類最大前後長 12,0 12.5 9.6

産

出地点および産出状況鳥類 骨化石は,瑞浪市明世町戸狩松ケ瀬 (第 1図)で,河川改修工事中に窟敢近く

の転石より採集された.化石に附著した岩石片,採集日 (761207),工事の 進行状況 などか

ら,lLl野内層下部のYL凝灰岩上部のノジュールから産出したものと

推定される (第2図).山野内層下部は,唱灰色の凝灰質細粒砂岩である.最下部に戸狩層上部があり

.Felam'elZabedが見 られる.YL凝灰岩は,ここで厚さ65cmの幡灰色の細粒

軽石凝灰岩で,瑞根盆地で広く追跡できる

.一般に化石を含まない.共産軟体動物化石は,YL下部で,Saccellamiensis-Cyclocardiasiogamensi

s･(CultelZusizumoensis)群雄で,EurhinodelPhisminoensisを共産した.YL凝灰

岩中には,Eurhi-nodelPhisminoensisの上 ･下顎骨を座した.YL上部で,SacceZla-PatinoPeci

enegregius-(Cyclocardia)群集に変わり,更に Macomaizurensisが増加す

る.歯クジラ類,ヒゲクジラ塀を共産した.ここは,KA-Sよりさらに南に位置し.山野内層
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gPJl1国 産地図 Fig.1,Localityma

pこのことは将来北米大陸との

対比が重要であることを意味し

,当鳥類化石と北米とくにカリ

フォルニア沿岸地域の中

新世から産出している鳥類との

比較が必要であることがわかる

.終わりにあたり,当標本を

心良く研究のために寄贈された
槻達也君,ならびに研究の機会

を与えて下さった瑞浪市化石博

物館の関係者の万々に厚 く御礼

申上げる.また,現生鳥類の比

校標本を入手するに際して御協

力をいただいた国立科学博物館

の森

岡弘之博士と,標本製作に努力され

た小野慶一氏に感謝します. 171下位の

層準よりMac(ド11･I,a,Paii

n(ゆecien を伴

うことか ら,より探い海

の堆積環境が推定される.他に,

軟骨魚類 (歯),ウ

ニ桁,コケムシ類,植

物などを産する.山野内層大部は,クジ

ラ萩を多産する層準(St.280-St.

286,St･KA-1など)

で,恐 らくこの層準か

ら,棒ケ洞産の Desmosiylusも産し

たと患われる.文 111.llSflCC(･//EJ-1'EJII'Jl,)I)CCIcJz
-

iC.､･(./ur(Ll'JilI)叉 ＼Ll
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第2図 地質柱状図 Fig.2.Geologiccolumn参 考

文 献HoWARD,H.(1391),TheAvifaunaofEme

ryvilleShellmound･In‥GRINNELLetall(ed･)IUniversityofCalifornia,PublicationsinZOOLOGY,32,



Plate40

Figs.la-e.Phalacrocoracidae?gen.etsp.indet.の左大腿骨.瑞浪市明世町戸狩松

ケ海産. ×1.3

1a,背面.1b,外側面.lc,版面.ld,内側面.le,遠位端関節筋.

Figs.2a-C.ウミウPhaZacrocoraxcaPiZlaZusの大腿骨.三浦半島で採集した現生模本.

2a,外側面.2b,版面.2C,内側面.化石種より骨体が太く,轡曲が強い.外

上席は側方に大きく偏する.
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